
（別紙３）

～ 令和７年　１２月　３１日

（対象者数） 23名(兄弟３名含む) （回答者数） ２１名

～ 令和７年　１２月　３１日

（対象者数） 6人 （回答者数） ６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ご本人のニーズに合わせた環境設定をしていく。

・内部研修開催と外部研修への参加。

2

・PDCAサイクルを意識した取り組みを継続的に実施してい

く。

・障害特性の理解を深める。

・日々の支援記録の精度向上。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・面談時や連絡ツールを使用して具体的に周知していく。

2

・各家庭の悩み事の解決に向けて、今後も助言や情報提供を

行っていく。

事業所として考えている課題の要因等

○事業所名  ふらわぁ

○保護者評価実施期間
令和７年　１月　１日

○保護者評価有効回答数

・各種マニュアルの保護者への周知。 ・安全計画に基づく点検、避難訓練等を実施した様子などは周

知しているが、マニュアルについては部分的になっている。

・保護者会の開催がない。 ・保護者の就業や事業所で保護者会を開催した場合の参加率が

見込みにくく、実施効果が限定であると考えられる。そのた

め、現状は個別面談や連絡帳での情報共有が中心となってい

る。

令和７年　１月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・障害特性に応じた個別化の視点と環境設定。 ・個々に応じた構造化支援やコミュニケーション手段の確立。

・特性やニーズに合わせた支援計画の作成と支援の実施。 ・気になる行動や個別支援計画に沿った支援内容を週単位で

計画を作成し実施をしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所における自己評価総括表公表


